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月刊グラフィックサービス　発行趣意

　月刊『グラフィックサービス』は、一般社団法人日本グラフィックサービス工業会会員、関係諸団体およびすべての
ステークホルダーの皆様に、自社の質的向上に役立ち、知恵と勇気を分かち合うことを目指し発行するものです。
　本会の存在意義である人間交流スペースを構築し、社会の多様な要請にタイムリーに対応しつつ、共通の経営課題を
持つ会員をネットワーク化し、その交流を積極的に支援するとともに小さいことでも有利となる経営施策も発信する情
報ターミナルとなることを理想とします。
　またその情報発信手段は誌面にとどまらず、環境に応じて多様な発信方法を検討、遂行することを責務とします。

【概　要】

発行回数	 月 1回 /年間 12 回	 配布方法	 ・全会員へ直接郵送

購　読　料	 ジャグラ会員は無償（会費に含む）	 　　　	 ・ジャグラホームページからのダウンロード

	 ・希望企業、団体への有償配布

　私たちは、豊かで安定した社会を築くために、さまざま
な責務を担っています。個人においては、参政権をはじめ
とする基本的人権が保証される一方で、教育・勤労・納税
といった義務を果たすことが求められます。同様に、企業
もまた、社会の公器としての役割を果たすべき存在です。
従業員の生活を守り、顧客に価値を提供し、そして適正な
納税を行うこと——これこそが、社会への最大の貢献であ
ると私は考えます。
　近年、多発する災害の復興には膨大な財源が必要です。
阪神・淡路大震災、東日本大震災、そして近年の自然災害
を振り返ると、復興支援の基盤となるのは、企業や個人が
収める税金に他なりません。私たち経営者ができる最も直
接的な貢献は、事業を通じて利益を生み出し、適正な法人
税を納めることです。
　適正な法人税を納めるためには、言うまでもなく利益を
確保しなければなりません。そこで、改めて利益の構造に
ついて考えてみます。
　　利益の基本公式
　　売上 − 経費 = 利益
　このシンプルな公式のもと、経営の要点を整理すると、
次の二つに集約されます。
１．売上を最大化する
　売上は 100％お客様からの評価に基づくものです。つ
まり、顧客価値を最大化することが企業の最優先事項とな
ります。経営者も社員も、お客様の喜びを創出することを
常に念頭に置き、日々の業務に取り組むことが求められま
す。
２．経費を最適化する
　経費は企業が自らコントロールできる唯一の要素です。
無駄を省き、業務の効率化を図ることで、企業の生産性向
上につながります。「昨日より今日、今日より明日」を意
識し、継続的な改善を実践することが重要です。
　こうして生み出された利益は、社員の昇給や賞与、設備
投資を通じた企業の成長、さらには社会の発展を支える納
税の原資となります。社員が安定した生活を送り、将来に
希望を持てる環境を提供することこそが、経営者の責務で
あると考えます。
　また、経営者自身も学び続けることが大切です。適切な
報酬を得て自己研鑽の時間を確保し、健康を維持しながら
企業の未来を見据えることが、持続的な成長の鍵となるで
しょう。
　私自身、野菜を中心に三食きちんと食べることや運動を
習慣にし、コンディションを整えるよう心がけています。
そうすることで、仕事の質が向上し、社員やお客様のこと
をより深く考えられるようになったと実感しています。
　私にとってジャグラは、かけがえのない共同体であり、

学びの場です。そこには、経験豊富な先輩方や、志を共に
する後輩が集い、業界の未来について語り合う機会があり
ます。
　知りたいことがあれば先輩を訪ね、先進的な考え方や仕
事の進め方、設備の取り扱い方、工場運営まで、さまざま
なことを学ばせていただきました。加えて、味わったこと
のない料理やお酒を楽しみ、その後のひとときも含めて、
社会勉強の場として多くの経験をさせていただきました。
振り返れば、こうした経験こそが、私の経営観を形作る大
きな要素になっています。
　私のデスクの横には、2018 年９月号の巻頭言が、今も
マグネットで固定されています。当時、副会長に就任され
た岡本会長が「コンテンツ産業への転換をいち早く進めよ
う！」と力強いメッセージを発信されていました。
　「今や印刷は自社で判断する表現技術ではなく、顧客の
事業活動における一つの手段として考えなければなりませ
ん。」「継続させるためには、印刷以外の仕事でも、リピー
ト可能な仕組みを作らなければなりません。」「いち早くコ
ンテンツ産業への転換が必要ではないかと考えます。」「業
界に先立って、印刷業のノウハウを最大限活用し、業態変
革して楽しく確固たる地位を産業界の中で作る事が『強い
ジャグラ』だと思います。」
　この言葉は、今もなお、私の経営指針の一つとなってい
ます。そして、この巻頭言を書かれた岡本会長は当時 50
歳。奇しくも私も現在 50 歳。まだまだ伸びしろがあるこ
とを実感しながら、これからも挑戦を続けていきたいと思
います。
　2025 年、日本国際博覧会（大阪・関西万博）が大阪・
夢洲で開催されます。続く 2026 年には、ジャグラ大会
が大阪で開かれます。地球温暖化により気温上昇が進む中、
大阪の熱気は、まさに沸点に達しようとしています。
　この機会を活かし、私たちも業界の未来に向けた新たな
一歩を踏み出すべき時ではないでしょうか。印刷業の枠を
超え、コンテンツ産業へと進化することが求められていま
す。ともに学び、成長し、業界の新たな可能性を切り拓い
ていきましょう。
　仕事の繁忙期に、突如として舞い込んだ超短納期の原稿
執筆依頼。限られた時間の中で書き上げたため、至らぬ点
もあるかもしれませんが、何卒ご容赦ください。
　しかしながら、この機
会を通じて、自らの考え
を整理し、皆様と共有で
きることを嬉しく思いま
す。ともに業界の未来を
創り上げていきましょ
う。

C O N T E N T S

適正な利益を上げ、法人税を納めることの意義
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　まずは経済産業大臣賞のお話をする前に、全国大会広島
大会では多くのジャグリストの皆様にお越しいただき、ま
た多大なるご協力をいただきましたこと、厚く御礼申し上
げます。また筆不精で投稿が遅くなりましたことをお詫び
申し上げます。
　ジャグラ作品展に応募した動機についてはひとえに、広
島大会の成功のため作品点数を増やさねばならないと思
い、前年に企画製造したものを片っ端から出しただけでし
た。また三段峡野帖にいたっては、出したものの中にさえ
入っておらず、私が三段峡で活動をしていることを知る山
本地協会長から「あれ絶対だしたほうが良いのに」と三段
峡野帖の出品を助言いただいたことが、応募動機でもあっ
たため今でも驚いております。過分な賞をいただいたと感

じて止みません。
　さて、この三段峡野帖が生まれた背景として、先にも触
れた広島県北の特別名勝である三段峡保全を中心とした活
動が大きく関わっております。ジャグラ広島大会でも三段
峡観光をコースのひとつとして設定いたしましたが、ここ
は広島市を中心とする太田川流域の源流であり日本の山里
文化を重厚に織りなした風光明媚あふれる場所で、紅葉の
時季には多くの人が訪れます。しかしこのような素晴らし
い景色は自然の力だけでなく、日本独自の生活文化によっ
て形成されていることは、あまり知られておりません。と
りわけ日本の山里の文化は人の手によって管理され続ける
ことで生態系が維持され形成されているところにありま
す。たたら製鉄、林業など歴史の中でも山里は栄枯を繰り
返してきましたが、その時代に応じた人の手による管理が
行き届いておりました。いまの広島市をはじめとする下流
都市部は、山里の歴史が生んだ水によって発展してきたと
いっても過言ではありません。しかし近年は、国立公園で
は伐採そのものが規制される、予算が割り当てられないと
いった理由で人の介入そのものを禁止するなど、一歩間違
えると地域全体の生態系を脅かす、日本独自の文化が継承
されなくなるといった状況が続いております。
　このような状況を打開すべく、我々は現在の理事長であ
る本宮炎さんをはじめ有志でＮＰＯ三段峡 - 太田川流域研
究会を立ち上げ、口伝や書物を調べ、過去の歴史を紐解き、
現在の状況を新聞の発行という手段を使い継続的に記録す
ることで、山里管理の有るべき姿、現代の都市と山里の関

係を模索しながら、三段峡憲章「自然の価値の本質・歴史
と文化の流れ・人と人の繋がり」を地域行政に提言し次世
代に遺す活動を続けております。

　前置きが大変長くなってしまいましたが、そろそろ少し
ずつ印刷の話をしようと思います。私が三段峡に足を運ぶ
ことで得た収穫は、「名前」がどのように歴史に遺ってい
くのかということでした。昔は多くの口伝があったようで
すが、大正 15 年の三段峡開峡を知る人はほとんどいなく
なり、いつの間にか名称は失われました。しかし口伝が当
時大きな労力によって書物に記されるまでになった「名前」
は歴史に残り、そこに訪れる人々が様々な想像を掻き立て
るにふさわしいものとなりました。竜ノ口、赤滝、女夫淵、
石樋……どれも聞いただけではピンとこないかもしれませ
んが、その場でその名前を口にしたときのインパクトは相
当なものです。これまで、ほとんど感じることのなかった

「編集された結果である」書物の力を思い知った瞬間でし
た。
　現代にはＳＮＳ・写真データなど多くの記録の方法が存
在しますが、労力を伴っていないことも多く、単なるメモ・
口伝となんら変わらないと感じています。また広告収入を
目的とした編集も歴史に遺るかと言われれば労力のベクト
ルが違う方向にあり、疑問符がついてしまいます。次世代
に山里管理の有るべき姿を遺すために、どのような記録補
助ツールが良いだろうか
とＮＰＯ三段峡 - 太田川流
域研究会で議論を交わし
た結果、三段峡野帖という
着想を得ました。何にもな
い白紙の地図に、わざわざ
秘境にペンと野帖をもっ
ていき書き記す、そこに書
かれた文字は生きた文字

として歴史に刻まれる候補になることで、いずれは書物に
遺り、その織り重なりが新たな日本文化を形成していく礎
になるのではないかと期待しての企画でした。

　このようなストーリーから生まれた野帖について試行錯
誤はありましたが、仕様はサクサクと決まっていきました。
強度と地図の連続性は何よりも重要な要素となりました。
書き味について適度にペンに引っ掛かり、ハトロン判まで
ラインナップにあるということで封筒や手提袋に使われる
晒クラフトを採用しました。黒と銀箔押も重要でした。山
の緑、川の青さの中でひときわ目立つ色は白黒であり多様
化した自然と真逆のシンプルなデザインです。国立公園の
中で使うものであったため、置き忘れることのないよう、
違和感を持たせました。
　プロトタイプは当初箔押でなく印刷でした。目立つデザ
インは自然の中で違和感こそあったものの、箔押に比べ溶
け込んでしまうイメージがありました。表紙の強度につい
ても板紙をつかうなど下敷き的な役割が重要かもと当初は
考えましたが、色上質の黒にマットＰＰという形に落ち着
きました。折り重ねることで下敷きになることに加え、開
きやすさを重視した結果です。このような表紙の試作には
数年前に導入したフラットベッドインクジェット機とレー
ザー加工機が活躍してくれました。白地図は町史に掲載さ
れていた図面を参考に引き直しました。この図面の引き直
しは設計経験のあるＮＰＯ三段峡 - 太田川流域研究会の波
田監事に多大なるご協力をいただきました。図面の連続性
には一番苦労しました。まず引き直した図面は場所によっ
て縮尺が異なり、書いている雰囲気や記号を統一する必要
がありました。三段峡を知る社内メンバーで１枚１枚
チェックしたことが印象に残っています。また印刷では仕
上以外の箇所に合いマークを打ち、両面テープ加工後に断
裁するといった手法で地図の連続性が失われないような工
夫をしました。

巻頭
企画

ジャグラ作品展
大臣賞受賞社に聞く

　令和５年度ジャグラ作品展宣伝印刷物部門で最高賞の経済産業大臣賞を受賞された　令和５年度ジャグラ作品展宣伝印刷物部門で最高賞の経済産業大臣賞を受賞された
株式会社広瀬印刷にご寄稿いただき、受賞の喜び、作品に対する思い、完成に至るま株式会社広瀬印刷にご寄稿いただき、受賞の喜び、作品に対する思い、完成に至るま
での裏話などを語っていただきます。での裏話などを語っていただきます。

三 段 峡 野 帖
宣伝印刷物部門　経済産業大臣賞

株式会社広瀬印刷　代表取締役　　瀬　尾　　　淳

三段峡野帖プロトタイプ
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│お│知│ら│せ│

　賞をいただき、このようにして生まれた三段峡野帖を振
り返ると意外と想いを込めて作っていたのだと大変感慨深
い気持ちになりました。また三段峡野帖の中に、我々が携
わっている印刷の可能性も多く詰まっているとも感じてお
ります。労力を使って文章を編集、組版、印刷するといっ
た行為はコストパフォーマンスの観点からは採用の可能性
が低いものであることは周知の事実です。しかし、歴史に
遺す、文化を形成していく土台としての印刷物ということ
であれば、まだまだ多くの需要……もしかしたら唯一の手
法として注目を浴びていくかもしれません。私はジャグリ
ストとしてはまだ日が浅いですが、ジャグラ文化典を通し
て編集・組版の重要性に気づかせていただいた関係者の皆

さまに改めて感謝申し上げます。
　今後も印刷文化を通した挑戦をしていきたいと思いま
す。引き続きのご指導ご鞭撻の程を宜しくお願い致します。

広報関連２業務・委託業者募集のご案内  5.9 締切
　ジャグラ広報委員会（本村豪経委員長）では、下記のとおり広報関連２事業の委託業者を募集します。入札に際しては価格
だけでなく内容を重視します。下記仕様をご確認のうえ、ご提案書・見積書を5月9日（金）までに郵送（必着）または本部
事務局までご持参ください。お問い合わせ・送付先はジャグラ事務局・田中まで（Tel03-3667-2271／ tanaka@jagra.or.jp）

│お│知│ら│せ│

機関誌『グラフィックサービス』の
印刷・製本 委託業者募集

●委託期間
　本年 7 月号より 1 年間（2025 年 7 月号～ 2026 年 6 月号）
●本誌仕様
①判型：A4 判　　②頁数：32 頁以上（表紙込み）
③色数：表紙 4C、本文前後 4C、中面１C（本誌参照ください）
　　　　注）�②③は最低限仕様です。全ページ４Cなどの提案も承ります。

④校正：表紙・本文とも PDF によるネット校正可能
⑤入稿：Adobe CC 生データで入稿
⑥印刷：�印刷業者等で構成する一般社団法人が発行する機関誌

としてふさわしい品質であること
⑦部数：1200 部
⑧納品：ジャグラ事務局・発送会社
⑨納期：校了後 7 営業日以内に発送すること（厳守）
⑩備考：�印刷・製本に関しては、その種類（オフセット / オン

デマンド、無線綴じ / 中綴じ）問いません。
●求められる環境
　ネット入稿となりますので、自社サーバ必須です。（レンタ
ルサーバ可。Gigafile 便等の汎用サービスの利用は不可）
●見積書・提案書（様式不問）について
①印刷・製本の見積書としてお願いします。
②�印刷・製本以外＝取材、制作（編集）、発送などのご提案に

ついては別見積もりとしてください。
③�本誌バックナンバー、ジャグラ総会資料などもご参考の上、

ご応募ください。

機関誌『グラフィックサービス』の
編集・レイアウトデザイン制作 委託業者募集

●委託期間
　本年 7 月号より 1 年間（2025 年 7 月号～ 2026 年 6 月号）
●本誌仕様および制作スケジュール
①～⑧までは「印刷・製本」と同じ
⑨平均制作スケジュール：
　・�発行月の前月第一週から中旬（12 日前後）頃まで事務局

より原稿を入稿。
　・�規定の文字詰めルール等に合わせて誌面をレイアウトデザ

イン。誌面制作（初校）
　・初校確認、修正同時進行。
　・再校確認、修正。
　・全頁最終確認後に納品（24 日頃）
⑩校正回数：3 回（初校、再校、最終）
⑪�支給データ：文字原稿（Word、Excel）、画像データ完全支

給（画像修正依頼若干あり）
●求められる制作環境
　Adobe InDesgin 生データでの入稿となります。毎回、誤
植などの修正作業が発生するため、Adobe CC 最新バージョ
ンおよびモリサワ書体の所有は必須（奥付参照）です。
●見積書・提案書（様式不問）について
①�レイアウトデザイン、印刷データの制作見積書としてお願い

します。
②その他のご提案については別見積もりとしてください。
③�本誌バックナンバー、ジャグラ総会資料などもご参考の上、

ご応募ください。
④印刷・製本の委託と両方合わせての応募も受け付けます。

　一般財団法人経済調査会はこのほど、「積算資料　印刷料金 2025 年版」を発刊しました。
　同書は各種印刷物の見積もり・積算のために、工程に沿った料金と算出方法を掲載してい
る。仕様書作成に必要な情報も充実している。
　Web 制作費の見積りは、2022 年度に実施した Web 制作技術者に関する実態調査で、
業務上の役割と担当する作業内容の関係を調査し、Web 制作技術者の人材像を明らかにし
た。同調査で一定の成果が得られたことから、2024 年度は原点に立ち返り、あらためて、
Web 制作費の見積り手法に関する調査を実施。本書ではその調査結果を紹介するとともに、
Web 制作費の見積り手法を標準化するための課題を考察している。
　2025 年版の特集は「drupa2024 に見る印刷トレンド」「Web 制作費の見積りに関する
調査結果について」「クリエイティブワークの見積り事例調査結果」の 3 本立てです。
　購入は、ホームページ（Book けんせつ Plaza、https://book.zai-keicho.or.jp/index.php）から。

商 品 名／積算資料 印刷料金 2025 年版
仕　　様／本文 392 頁、B5 判
価　　格／ 4,070 円（税込）
編集・発行／一般財団法人経済調査会

新刊　経済調査会

印刷料金2025 年版を発刊
Web制作費の見積り調査結果も

■　表彰基準

①その従業員が優秀で、他の従業員の模範になる場合
②その従業員が優秀な事績を残した場合
③その他、その従業員を表彰するにふさわしい場合
　その従業員が上記のいずれかに当てはまると代表者が判
断した場合に申請できます。
※従業員とは「労働組合法第３条」による労働者（賃金そ

の他これに準ずる収入で生活するもの）であって法人の
場合は社員から役員になった者であっても、出資金がそ
の法人の資本総額の十分の一以下であれば従業員としま
す。当該事業所に従事している事業主の配偶者は除外し
ます。

■　経費の負担

①優良従業員に授与する表彰状・記念品はジャグラが用意
しますが、経費は事業主の負担となります。費用は概ね
１万円見当です。後日、請求書を送付しますので、振り
込みをお願いします。

②優良従業員が表彰式に出席するための一切の経費は、表
彰の趣旨を生かすため、事業主の負担となります。

■　支部長の承認および本部への提出

①申請書は支部長が受け取り、支部役員でこれを検討、適
正の場合のみ、該当欄に記名押印し、一括して本部へ提
出してください。

②本部締め切りは４月 18 日必着です。（５月９日の理事
会に間に合わせるため）

■　表彰決定の通知

①各支部長より提出のあった申請書は、本部理事会の承認
を得たうえで、ジャグラより各事業所に書面で通知しま
す。

■　表彰式

①ジャグラ文化典東京大会式典（６月 21 日、浅草ビュー
ホテル）で優良従業員へ表彰状および記念品を授与しま
す。

②優良従業員の懇親会への招待はありません。懇親会出席
を希望される場合は、全額事業主負担となりますので実
行委員会宛に別途お申し込みください。

※�表彰式欠席者へは、後日、賞状および記念品を送付いた
します。（会社の住所宛）

　ジャグラ文化典において実施する優良従業員表彰の申請を受付中です。申請には所属支部長の承認が
必要ですので、下記をご覧のうえお手続きください。（申請書は本部より支部長に配布済です）

◆ 問い合わせ ◆　詳細は右記事務局へお問い合わせください。　ジャグラ事務局・阿部　電話03-3667-2271

フラットベッドインクジェット機とレーザー加工機

優良従業員表彰の申請を受付中です
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ジャグラ文化典東京大会実行委員会　寄稿
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いますぐチェック！

ジャグラ BB

カテゴリー 教育と技術 DTP

入稿データのチェック方法を学ぼう

入稿データのチェックポイント
～ Adobe PDF 編～
印刷会社に入稿されたデータを、ソフトウェアでチェッ
クする際のポイントと使用する機能について解説する講
座です。ぜひご活用ください。

2025 年3月

ジャグラBBは、ジャグラが運営する、印刷業関連のセミナー、情報動画配信サイトです。
2006年の開局以来、印刷業の情報収集、人材教育ツールとして多数の印刷会社に活用されています。

基本のキ
3

にゃ！

DTP出力の基礎
（第1部・第2部）
印刷会社のプリプレス部門の出
力担当者やお客様の対応をする
印刷営業の方々に向けてアプリ
ケーションソフトで制作した印刷
用のレイアウトデータがオフセット
印刷やデジタル印刷機用の出力
データになるまでの流れや、それ
に付随する基礎技術について解
説する講座です。

広報委員会
が選ぶ！

おすすめ番組情報
HOT NEWS

カテゴリー 教育と技術 DTP

BTubeへの
映像データ募集中！

スマートフォンで
簡単投稿♪

投稿方法は
こちらから→





NOTICE

47 都道府県のお話（その 25：長野県）
　ジャグラ会報をご覧の皆様、こん○○は。ジャグラ東京・東
グラ文京支部のアクティブ・野口です。　
　お陰様でこの連載で取り上げた都道府県も 24 か所となり丁
度半分になりました。ありがとうございます。
　今回は長野県を取り上げようと思います。いつものようにつ
らつら書いていきますのでよろしければお付き合いください。
１：オリンピックと長野県の意外な関係。
　スキージャンプの原田雅彦の「フナキーーー！」も懐かしい
長野オリンピック、冬季五輪としては日本で２番目の開催だっ
たこのオリンピック、この大会で行われた競技として「カーリ
ング」がありました。ところで、この競技が行われたのは長野
県のどこだったか覚えている方はいらっしゃいますか？　答え
は「軽井沢」です。この事を覚えておいて頂いて、その上で話
をもう少し遡らせます。
　時は 1964 年、日本中が湧いた前回の東京五輪での話。実
はこの時軽井沢を舞台にした競技が行われたのをご存知です
か。その競技は「馬術」です。実は軽井沢は日本のオリンピッ
ク史上初めて夏冬両方で会場に選ばれた地域（2020 五輪で札
幌が２番目に）なのです。意外だったでしょ。
２：�冠婚葬祭でいつも目にする「アレ」の生産量１位が長野に

あるんだって。
　長野県の南部に位置する飯田市、鉄道好きなら知っている飯

田線の走る、普段あまり馴染みのない（ごめんなさい）地域で
ありますが、実はここは我々の生活でよく目にするあるモノの
生産量が日本一なのです、何だと思います？　ヒントは冠婚葬
祭に欠かせない、ですよ。
　答えは「水引」です。要はお高いご祝儀袋やご香典袋につい
ている金銀の紐です。飯田市はこの水引の生産量が日本一なの
です。因みに皇室で使われる特別な水引もここ飯田市の会社が
唯一生産し納めているんですって。
３：�知ってました？　皆さんも行った事がある（かもしれない）

あの名刹は意外にも…。
　とりあえず「長野の観光名所は？」と聞かれた方はどこと云
うでしょう。いくつか挙げて頂いたら大概の人が答えるのが

「善光寺」だと思います。
　その善光寺、勿論仏教のお寺なのですがここで問題。例えば
芝増上寺だと浄土宗、比叡山延暦寺や上野寛永寺だと天台宗
だったりして大概の寺院はどこかしらの宗派に属しています。
では善光寺は仏教の宗派で云うとどんな宗派に属しているで
しょうか？
　実は善光寺は「どこの宗派にも属していない」が正解なので
す。それはなぜか。HP によると現在の地に善光寺が開かれた
のは７世紀半ばだと言われています。真言宗や天台宗が興り始
めるよりもおよそ 100 年も前の事であり、その頃は仏教その
ものが日本の中でも新しい宗教であったので宗派など存在して
いなかったという事のようです。現在では運営管理として天台
宗と浄土宗がお手伝いしていますが、善光寺は老若男女問わず
だれでも受け入れる場所として今日まで存在しているのです。
　さて、今回はここまでにします。お付き合いいただきありが
とうございました。では今月の問題です。
問題：�日本の自動車のナンバープレートの地名、ご当地ナンバー

も含めて漢字４文字表記なのは愛知県の「尾張小牧」と
三重県の何？

野口聡の

　学コラム㉗

雑雑

（正解は 29 ページ）

　３月は政府主導の「価格交渉促進月間」となります。サ
プライチェーン全体の競争力向上と共存共栄の関係構築に
向け、発注企業・受注企業双方の適切な対応が求められて
います。以下ご確認のうえ、適切な取り組みをお願いしま
す。
■価格交渉および価格転嫁の促進
　発注企業は、下請中小企業振興法の「振興基準」に則り、
受注企業からの価格交渉の申し出に速やかに対応し、価格
転嫁を適切に行うことが求められます。一方、受注企業は
積極的に価格交渉を申し出るとともに、「下請かけこみ寺」
や「価格転嫁サポート窓口」などの相談窓口を活用するこ
とが推奨されます。
■労務費に関する「指針」の活用
　価格交渉の場では、労務費に関する「指針」を積極的に
活用することが重要です。
発注企業：�指針に基づき、受注企業と適切に価格交渉を行

い、さらにその先の受注企業にも価格転嫁を促
す。

受注企業：�価格交渉の材料として指針を活用し、適正な価
格設定を目指す。

■フォローアップ調査への協力
　４月中旬以降、受注企業を対象に、以下の調査が実施さ
れます。
アンケート調査：�30 万社を対象に、主要発注者との価格

交渉や支払条件について調査。
重点的なヒアリング：�下請 G メンが 2,000 社を対象に価格交

渉・価格転嫁の実態を調査。
　この調査結果は、発注企業ごとの取組状況を公表し、必
要に応じて事業所管大臣名での指導・助言を行うための重
要な資料となります。対象企業は、正確かつ詳細な回答を
お願いします。
■パートナーシップ構築宣言への参加
　サプライチェーン全体の価値向上と共存共栄を目指し、
政府が推進する「パートナーシップ構築宣言」への参加を
検討してください。すでに宣言している企業は、調達担当
者への更なる周知を図り、実効性を高めることが求められ
ます。
　本取り組みに積極的に参画し、健全な取引環境の構築を
進めていってください。

経済産業省からのお知らせ

価格交渉と価格転嫁への積極的対応を
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Kichijoji
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Seibu shinjuku line
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Tokyu Setagaya line

Seibu ikebukuro line

TOKYO QUALITY.
す べ て の S P コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に 最 良 の 品 質 を 。

東京リスマチック株式会社
なんでも相談窓口

平日（月～金）9：00～17：00 E-mail : support@lithmatic.co.jp
プリントデスク 0120-269-132

http://www.lithmatic.net



メールで共有する。
2.	 業界功労者表彰規程に関する件
　田中専務より、業界功労者表彰規程について別紙資料ととも
に下記説明と規程見直しの提案があった。
⃝２項の職歴について、本部役職だけでなく、支部事務担当者・

会計担当者等も推薦できるよう、下記を追加したい。
（５）�地協・支部において何らかの職に通算して５期（10 年）

以上就き、地協会長が特別に推薦する者
《業界功労者表彰規程に関する主な意見・質問》
⃝黒沢康憲理事：推薦する際、過去の役職歴を遡って該当者を

探すのに苦労している。本部の方から役職歴リストなどをも
らうことは可能か。

⃝田中専務：支部長、地協会長等の本部役職は把握しているが、
支部事務担当者や会計担当者までは把握していないため、本
部からリストは提供できない。過去の支部総会資料等を遡っ
て確認していただくほかないのではないか。

《業界功労者表彰規程についての結論》
　業界功労者表彰規程変更案について諮ったところ、その他発
言はなく満場一致で承認したため、案の通り規程を変更する。
3.	 会員名簿に関する件
　会員名簿について、2024 年 11 月８日に開催した第５回理
事会で意見をいただいたが、今回理事会でも引き続き意見を伺
いたい。

《主な意見・質問》
⃝岡本泰会長：経費削減の面からも、紙の会員名簿は将来的に

廃止し Web 版・デジタル版に切り替えていく方向で進めて
いきたい。すぐに廃止することは難しいが、広報委員会を中
心に別のかたちでの名簿発行手段を検討してもらいたい。ま
ずは会員に会員名簿に関するアンケート調査を実施してはど
うか。

⃝渡辺辰美理事（書面にて）：会員名簿は継続を希望する。理
由は下記の通り。
	自ら紙メディアを廃してはいけない。規約など重要事項も

記載されている。
	WEB を強化し共存を続ける（ホームページに URL を持

たない会員が掲載されていない、つまり名簿機能がない）。
	スポンサー広告に見合うまたは利益が出るくらいのページ

に押える。送料も含めて月刊誌と一緒に送ればいい。
	支部一括送付は結局支部会費で賄うことになるので意味が

ない。
⃝本村豪経理事：Web を活用した会員名簿にするのであれば、

連絡先だけでなく、自社の業務・得意分野等も PR できる仕
組みにするといいのではないか。SPACE-21 で類似した仕
組みを試作したことがある。

⃝松下忠理事：会員にアンケートを実施するとのことだが、ア
ンケート結果に関わらずデジタル版へ切り替えていくことが
決定しているなら、アンケートをとらずにデジタルへの移行
を進めていった方が効率的ではないか。

⃝伊東邦彦理事：参考例として日弁連の Web サイトを挙げる
が、弁護士検索では必要な情報が正確に手に入るので便利。
紙の名簿だと事務所移転等の最新情報が手に入らない。情報
の入手のしやすさがデジタルの強みと考える。

⃝松原巧理事：自分自身は名簿のデジタル化に賛成だが、名簿
を Web 上に掲載することになった場合、特に地方からは掲
載を拒否する会社も出ることが懸念される。

⃝岡本泰会長：会員名簿をデジタル化・Web 化する際は、会
員のみが閲覧できるようにすることを想定している。

⃝笹岡誠理事：紙の名簿は郵送コストが上がっているため、廃
止の方向に賛成する。

⃝黒沢康憲理事：名簿のデジタル化は時代的に自然な流れと考
える。

《会員名簿についての結論》
⃝事務局がアンケートの素案を作成し、会員を対象にアンケー

トを実施し、結果を理事会で報告する。広報委員会にて今後
の会員名簿のデジタル化について案をまとめ、今後の理事会
で検討していく。

4.	 ジャグラ作品展募集の件
　戸来一裕理事より 2024 年 12 月１日よりジャグラ作品展募
集が開始された旨案内があり、前回を上回る応募作品を集める
べく、告知協力して欲しいとの呼びかけがあった。

《主な意見・質問》
⃝岡本泰会長：理事の方は自身が所属する支部の支部長に連絡

し、各県支部の作品展応募状況を確認して欲しい。また、締
め切りまでに必ず１社１点以上の作品を集められるよう動い
て欲しい。

⃝笹井靖夫理事：前年は各県支部の作品展応募状況を定期的に
通知してもらい、それをもとに催促していたので、今年につ
いても通知をお願いしたい。

⃝武川優理事：１次審査の負担を和らげるため、審査員を増や
した方がいいのではないか。

⃝戸来一裕理事：審査人数の変更は考えていないが、審査負担
を減らすため、審査基準の明確化を進めている。

5.	 page 出展の件
　岡本泰会長より、2025 年２月 19 日～ 21 日の３日間、池
袋サンシャインシティにて開催される page2025 にジャグラ
が出展する旨告知があり、今回は印刷革新会とのコラボレー
ションのほか、会員拡大にも力を入れるとの説明があった。

《主な意見・質問》
⃝齋藤秀勝理事：ブースで各委員会の PR も行いたいと考えて

いるため、協力して欲しい。
⃝松下忠理事：全国協議会で会員拡大用の名刺サイズパンフを

配布したが、使用してみて反応があったら教えて欲しい。
6.	 ジャグラ 70周年誌記念誌の件
　田中専務より、ジャグラ 70 周年誌記念誌の編纂委員会が発
足され、８月下旬発行予定で進めている旨説明があり、協賛広
告を募集しているため、申し込んで欲しい旨呼びかけがあった。
　以上で全ての議案の審議を終了した。

│議│事│録│抄│録│

　ジャグラは 2025 年１月８日、東京都中央区のニッケイビ
ルならびに Zoom で、第６回理事会を開催しました。以下、
理事会議事録抄録を報告します。

■　第一号議案　役員の派遣・スケジュールに関する件（承認事項）

〔提案内容〕
　役員の派遣・スケジュールを別紙のとおり決定したい。

■　第二号議案　年間スケジュールに関する件（承認事項）

〔提案内容〕
　年間スケジュールについて、別紙のとおり提案する。

《検討の経緯》
　田中専務より、SPACE-21 行事として４月 19 日（土）総会、
10 月 25 日（土）全国協議会が予定されていることと、７月
11 日の理事会は場所が未定だが東京で開催される旨、補足説
明があった。また、尾形文貴副会長より、10 月 11 日・12 日
に関東地協総会が予定されている旨、報告があった。その他、
議場に質問・意見を諮ったところ、他に発言はなく満場一致で
承認した。

■　第三号議案　事業と役割分担に関する件（承認事項）

〔提案内容〕
　事業と役割分担ついて別紙のとおり提案する。

《検討の経緯》
　下記委員の追加訂正指摘があった。その他、議場に質問・意
見を諮ったところ、発言はなく満場一致で承認した。
⃝�70 周年誌編纂委員会　委員に金澤克明氏（印刷出版研究所）

を追加

■　第四号議案　ジャグラ 70 周年記念表彰候補者に関する件（承認事項）

〔提案内容〕
　ジャグラ 70 周年記念表彰候補者について、別紙に記載した
選考基準のもと推薦者を選定した。

《検討の経緯》
　議場に質問・意見を諮ったところ、候補者選出基準案につい
ては質問・意見がなかった。候補者については、下記質疑応答
があった。その他発言はなく満場一致で承認した。
⃝岡本泰会長：業界功労賞、印刷功労賞などの賞と今回の賞は

同じものか。候補者人数が多すぎるということはないか。
⃝田中専務：業界功労賞はジャグラが授与し、印刷功労賞は日

印産連が授与するものだが、今回の 70 周年記念表彰は「経
済産業大臣賞」である。10 年前の 60 周年表彰者も３名だっ
たため、特に人数が多すぎるということはない。

⃝松下忠理事：候補者選出はどのような方法で行われ、誰が選

出したか。
⃝阿部事務局次長：候補者選出にあたっては事務局管理の役員

歴データを使用し、選出基準の１から３に該当する人物を抽
出した結果、候補者が該当したため、すべての該当者を候補
者として選出した。

■　第五号議案　新入会員承認に関する件（承認事項）

〔提案内容〕
　８月１日から 10 月 31 日までの下記新入会員について、承
認いただきたい。

入会日 支部 会社名 従業員数
８/ ２ 文京 ㈱リープ ３
９/ ５ 福島 ㈱昭和紙工 15
10/ ９ 文京 ㈱美巧社 ５

《検討の経緯》
　議場に質問・意見を諮ったところ、下記意見があった。その
他発言はなく満場一致で承認した。
⃝岡本泰会長：新入会員について、会社名だけではなく、業務

内容等会社概要を教えて欲しい。
⃝田中専務：次回理事会より、新入会員承認時に会社概要を記

載することとする。

■　第六号議案　その他に関する件

1.	 予算執行状況
　田中専務より、予算執行状況について別紙資料とともに下記
説明・報告があった。
⃝全国協議会費用を大幅に削減することができた一方、年賀状

デザインコンテスト委員会の予算オーバー、ジャグラショー
トカットの収益伸び悩み等の懸念点がある。

⃝地協活動支援金について、北海道地協、中国地協、九州地協
が未申請となっている。

《予算執行状況に関する主な意見・質問》
【地協活動支援金について】
⃝黒沢康憲理事：地協活動支援金について、各地協がどのよう

な内容で申請しているか情報共有してもらうことは可能か。
⃝松下忠理事：地協活動支援金の申請書は公開してもまったく

問題ない。
⃝神山明彦副会長：申請書だけでなく、報告書も一緒に共有し

てはどうか。
⃝岡本泰会長：地協で勉強会を開催する際、ジャグラ経由で賛

助会員、ジャグラショートカット講師、会員企業から適任講
師を手配できるため、ぜひ相談して欲しい。

【地協活動支援金についての結果】
⃝今年度の地協活動支援金申請書・報告書一式を地協会長宛に

│議│事│録│抄│録│
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　２月８日（土）、『SPACE-21 全国交流キャラバン in 
KAGOSHIMA』が開催され、各地より 45 名の参加者が
鹿児島に集いました。
　今回は、『プリントネット株式会社』の本社・九州工場
の見学及び代表取締役会長　小田原 洋一 氏の講演、そし
て懇親会という内容でした。
　会社見学を今後の経営に生かすという主旨では、同じ様
な規模・目線の企業が望まれる交流キャラバンですが、家
族経営から現在の規模まで押し上げた成功事例として、そ
して今後の企業経営を有利にできうる『ツール』のひとつ
として、開催を提案させていただきました。
　見学のための貸切バスに乗り込み、鹿児島中央駅を出発
し鹿児島空港を経由、姶良市加治木町にある九州工場へと
向かいました。当日の寒波による交通網の乱れはあったも
のの大きな遅延なく無事全員が合流できました。
　工場へと到着し、まずは会議室にて工場の詳細動画を視
聴し、福利厚生、勤務体制（交代制等）、新工場展望、ファ
ブレス化について等の説明を受け、その後３グループに分
かれて DPP（Digital Pre-Press）係、印刷係、製本係の
３工程の見学となりました。
　見学では、８色印刷機『KOMORI LITHRONE GLX840』
等の最新機器の稼働状況や詳細等を確認でき、更には現場
スタッフの生の声も聴くことができました。
　九州工場見学を終え、一路鹿児島市城南町の本社へバス
で移動。３階にある会議室で小田原社長にプリントネット
創業から現在までの経緯を中心にご講演いただきました。

　父である初代社長から引
き継いだ有限会社小田原印
刷の当初の様子から上場す
るまでのこと、印刷通販を

始める切っ掛けとなった楽天でのネット事業、その後独自
にプリントネットを立ち上げたこと、東京工場増設時の状
況から現在に至るまで、更には、新工場建設計画や他事業
への進出等、今後の展望についても聞くことができました。
　講演後は、製造本部長　高橋 直樹 氏による社外未発表
設備の紹介、特販部部長　川野 正一 氏によるプリント
ネットを利用してファブレス化を行い生産性、売上、利益
等が向上した印刷会社の事例を実名で紹介していただきま
した。
　講演後、小澤代表幹事によるお礼の言葉と品の贈呈があ
り、本社見学へ。３グループに分かれて本社１階カスタマー
センター、２階データチェック、５階リフレッシュルーム
をそれぞれ見学していただきました。
　本社での全行程終了後、『八幡』へ移動、19 時より懇
親会が始まりました。
　まず初めに小澤代表幹事の挨拶があり、続いてジャグラ
岡本会長より来賓のお言葉を頂戴しました。そして田治副
代表幹事による乾杯の発声で懇親がスタートしました。
　黒豚しゃぶしゃぶに舌鼓を打ちつつ杯を傾け、多くを語
り合う参加者達。そこには、数多の困難に立ち向かう熱き
ジャグリスト達の姿、その傍らで、岡本会長が鹿児島県支
部の面々と交流し親睦と絆を深めつつも、そんな彼等を微
笑ましそうに眺めているのでした。
　途中、樋貝理事より差し入れされた恒例の山梨のワイン
が皆様に振る舞われ、更なる交歓と議論が進んでいました。
宴もたけなわになった頃、松谷副代表幹事よりジャグラ文
化典東京大会、稲本副代表幹事より SPACE-21 全国協議
会茨城大会の PR があり、最後に東海林副代表幹事による
中締めで懇親会が終了しました。

SPACE-21全国交
流キャラバン in

 KAGOSHIMASPACE-2
1広報部

SPACE-2
1幹事　池　水　

孝　弘
（㈲ナポリ

印刷）

　以下は、参加された皆様の感想になります。

工場会議室での説明

　今回の全国交流キャラバンを通して感じたことは、参加
された皆様を始めとした多くの業界関係者達が、少しでも
先に進みたいと渇望し、様々な手掛かりや気付きを欲して
いる、そうしたエネルギーが今の業界を支えているのでは
ないかということです。
　参加された皆様が何らかのヒントや答えを得ることがで
き、今後の業務や会社経営の一助となりましたら幸いです。
この度は、開催する機会を与えてくださった関係者の皆様、
ならびに参加していただいた多くのジャグリスト達に心よ
り感謝申し上げます。

 印刷通販は工場にたくさんのスタッフがいる印象であっ
たが、属人化させない仕組みがこちらでもあった。自社にお
いても機械を頼り、人にしか出来ないところに人員を配置す
ることの重要性を再認識した。大型ディスプレイ等を用い見
える化することで工程時の抜け漏れを回避できる考え方は弊
社でも取り組んでいて、大量注文が来た際の取扱いについて
大いに収穫があった。クリアファイルの色分けで仕上げの有
無を区別するアイディアは真似できるところは真似をしてい
きたい。
　プリントネットさんのオンデマンドの受注数には脱帽した
が世の中には印刷物が今も大量にあることがわかったので、
いかに仕事を現状よりも集めるか（価格だけではなく）を考
える必要がある。当たり前かもしれないが、会社の認知を上
げることが受注数を増やすきっかけになるのではないか、小
さい会社ほど広報にも力を入れなければという危機感が芽生
えた。やはり使う側に印象を残しつつ使いやすい、頼みたく
なるホームページを構築する必要がありそうだ。畑違いと考
えていたが、ヒント満載で大変勉強させていただいたので、
これから自社で実践していきたい。

 今回のキャラバンで一番興味深かったのはプリントネッ
ト様の工場見学。圧倒的な仕事量とそれをこなす仕組みと設
備、そして今後の展開と、同じ印刷業界にありながら全く別
の業種のように感じ、印刷市場が縮小していることさえ忘れ
てしまうほどだ。今後、自社の進むべき方向性を考えるうえ
で大変貴重な体験となった。

 ネット印刷という我々にとっては敵にも味方にもなる
ツールを、現場を見ることにより、より身近にそして違う視
点で考えることができる良い機会をいただいた。

 今回大変勉強になる企業視察だった。プリントネット様
の取り組みを知ることで、依頼できる内容が具体的に想像で
きた。また、同業の中で成長されている企業様なので、印刷
業界の可能性も着眼点次第と感じることが出来た。

 プリントネット様には弊社も長年お世話になっているが、
今回の工場見学で、発注案件がどのような工程で処理されて
いるのかを直接見られたことは、不安要素であったところの
解決に繋がった。
　ネット印刷業界で生き残って行かなければならない中で、
単に価格競争とせず顧客に対してフォローアップすることで
顧客獲得を成功させている事は以前から感じてはいたが、一
日平均 120 件の問合せ対応や一日 2,000 件の受注データー
チェックを 24 時間三交代制でする等の社内体制を拝見し、
その信頼性の高さを確信した。

 今回、会社見学して感じた率直な感想は “ 危機感 ” だ。
　広い場所で印刷から仕上げ・発送まで行い、大小問わず捌
ける最新鋭の設備、確立した工程管理、更なる人材を確保す
るための福利厚生、それらを運用できる優秀な人材により低
価格・短納期を実現している。
　高知県では横の繋がりが強く、自社でできない部分を他社
にお願いする頻度は、他県に比べて多いと思う。弊社も、オ
フセットの４色機を設備していないので県内の親しい会社に
お願いしている。ネット印刷が安いことは承知の上で、あえ
て地元に依頼することで県内の印刷業界が極力潤うようにし
てきた。
　その中で今回感じた “ 危機感 ” は、やはりネット通販の業
界が伸びていることだ。これは「インターネットでの印刷発
注」が一般的になってきている証拠であり、目を背けること
のできない事実だと感じた。時代に適応するべく “ 変化 ” し
ていく必要を強く感じた全国キャラバンだった。

工場見学 Ａ Group 工場見学 Ｂ Group 工場見学 Ｃ Group 本社での講演会

小澤代表と小田原会長 本社見学 小澤代表挨拶 岡本会長挨拶 田治副代表乾杯 ジャグラ文化典東京大会PR

参加者の皆様

移動バス車内移動バス車内

全国協議会茨城大会ＰＲ

│連│載│③│

1 8 1 9



ジャグラ

恒例の新年会　開催
秋田県支部

　令和 7 年ジャグラ秋田県支部の新年会が 1 月 29 日水曜日、
濱乃家（はまのや）で秋田県内の機材資材関連業者様も含めて
約 30 名で開催されました。
　濱乃家は大正 7 年に建てられた数寄屋造りの高級料亭で、
秋田市川反（かわばた）のど真ん中にあり、ここ数年はジャグ
ラ秋田県支部の総会や新年会はここ濱乃家で開催することも多
く、参加してくださる秋田県内の機材資材関連
業者様からも、好評を博しております。
　松原巧支部長から、昨年は大変悲しいお正月
だったが、今年は静かに新年が明けた。私がた
だ一つ願うのは、全世界平和になっていただき
たい、それだけである、とご挨拶がありました。
　秋田県の景況も決して良いわけではなく、今
後知恵を絞って生き抜く手段を考えなければなりません。
　今年はジャグラ東北地協の総会も秋田県支部が担当で、5 月

に秋田市で開催されま
す。ゴルフ大会も盛大
に開催するとのことで
す。これからの準備が
大変ですが、楽しみに
しています。

（熊谷正司相談役）

ジャグラ

光文堂新春機材展に出展
愛知県支部・愛青会

　ジャグラ愛知県支部と愛青会は去る 1 月 22 日、23 日に名
古屋市国際展示場で行われた光文堂新春機材展 PrintDoors 
2025 に合同例会としてブースを出展しました。
　テーマは「会員増強」で過去に実施したセミナーや行事の様
子を大型モニターで上映し、活動内容や理念をわかりやすく紹
介しました。また、印刷会社としての強みを活かし、展示され
たすべての印刷物を会員企業で制作し、ジャグラ愛知の HP へ
誘導する QR コード付きの名刺を作成しました。
　会期中の 2 日間で 100 社以上の方々に当会のブースへお立

ち寄りいただき、各会員がジャグラ愛知・愛青会の魅力を発信
しました。その結果、ジャグラ愛知 2 社・愛青会 2 社の入会
見込みを得ることができました。
　その一方で、他ブースと比べて視覚的なアピールが弱いとい
う課題も見つかりました。目を引くのが大きめのポスターを展
示するなどの工夫や来場者にお渡しするオリジナルグッズの準
備等の必要性を感じました。次回の出展が実現する際には、ジャ
グラ本部の協力も仰ぎ、より多くの PR 商材を展示してさらに
アピールしていきたいと考えています。

業　界

GP 認定がグリーン購入法の基準値要件に明記
日印産連

　この度、環境省の定める「国等による環境物品等の調達の推
進等に関する法律」（グリーン購入法）に基づく「環境物品等
の調達の推進に関する基本方針」（以下「基本方針」という）
が見直され、より高い環境性能を示す「基準値１※」の要件に
グリーンプリンティング認定制度が明記されました。
※�「基準値１」：判断の基準において 2 段階の判断の基準を設

定している場合に、当該品目におけるより高い環境性能の基
準であり、調達に際しての支障や供給上の制約等がない限り
調達を推進していく基準として示すもの。

詳しくは、
　『環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和 7 年 1 月
28 日変更閣議決定）』の P220 22-2 印刷をご確認ください。

│N│E│W│S│

業 界 の 動 き

挨拶する松原
秋田県支部長

秋田県支部の新年会
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業態進化委員会レポート

印刷会社事例に学ぶ
MA活用と印刷業の未来
マーケティングオートメーション

　2024 年 11 月 14 日（木）、株式会社クイックス本社な
らびにクイックスデリポート、COM センターにおいて、
業態進化委員会主催の見学会を開催いたしました。
　当日は、クイックス社の長谷川様、浅井様、山下様より、
同社の沿革、経営理念、事業内容、今後の展望、そして
MA（マーケティングオートメーション）の具体的な活用
事例についてご説明いただきました。
　参加者は、クイックスデリポートにおける最新鋭の物流
システム、本社における効率的な印刷設備、COM センター
におけるデジタル技術を活用した制作工程を見学しまし
た。
　特に、MA を活用した顧客とのコミュニケーション戦略
や、デジタル印刷とオフセット印刷を融合させたハイブ
リッドワークフローは、参加者の関心を集めました。
　見学会の最後には、質疑応答の時間が設けられ、参加者
から活発な質問が寄せられました。クイックス社の皆様は、
印刷業界の現状や将来展望、デジタル技術の活用方法、顧
客ニーズへの対応など、幅広いテーマについて、丁寧かつ
熱心にお答えいただきました。
　クイックス社の事業領域は、商業印刷、デジタル印刷、
オンデマンド印刷、クロスメディア、WEB 制作、マーケ
ティング支援、物流など、多岐にわたります。
　印刷業でありながら、顧客の課題解決を包括的に支援す

ることを考え、多岐にわたるサービスを提供している企
業へと進化を遂げられていることを実感いたしました。
　今回の見学会は、業態進化委員会の参加者にとって、印
刷会社の新たな可能性を発見し、自社の事業展開を考え
る上で、大変貴重な機会となりました。クイックス社の
皆様には、お忙しい中見学会にご協力をいただき、心よ
り感謝申し上げます。
　業態進化委員会では、今回の見学会で学んだ MA の概
要や具体的な活用事例をもとに、JaGra 会員の皆さまに、
まずは MA をご理解いただき業務にご活用い
ただけるようなセミナーを開催し、会員
の皆様の事業発展に貢献してまいりま
す。

（文・㈱大元堂　水谷　元泰）

クイックス見学 & MA セミナー　総括
ジャグラDX委員会　業態進化委員会　委員長　中　村　　盟

　業態進化委員会は、「業態進化」を「事業領域の拡張」
と捉え、約２年半前の発足以来、本機関誌を通じて、

「Canva」や「ドローン」、「検品システム」「PrintDoor」
等の DX ツールの紹介や、ジャグラ会員企業による、「デー
タドリブンマーケティング（オートメーションではない、
お客様のマーケティング支援）」の実践に取り組んでまい
りました。

　中でもモノづくりからコトづくりへと移行するキーワー
ドとして、印刷との親和性が高い MA（マーケティングオー
トメーション）について、マーケティングとは何かから学
び直してきました。結果、我々が取り組む MA は大きく
分けて２つの考え方があることが分かりました。
　それは、「自社の製品等を売り込むためのもの」、そして、

「お客様の製品の販売を支援するもの」です。どちらにせ
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よマーケティング思考が必要であり、ツールの活用も検討
していかなければならないという答えに行き着きました。
　今回、業態進化委員会では、MA 及び DX ソリューショ
ンを活用した最新の物流システムを学ぶことを目的とし
て、我々ジャグラの仲間の中で、「ファーストペンギン」
としてMAに取り組み、事業化されている「株式会社クイッ
クス」さんを訪問させていただききました。
　「マーケティング」や「物流管理」などは、「印刷業の隣
の業界」というイメージが一般的だと思いますが、自社の
事業領域を拡張し、見事に体現されている様子を拝見し、
委員一同、様々に「気付き」がありました。
　また、そこに至るまでの苦労や失敗談など、我々ジャグ
ラの仲間だからこそ、ここまで踏み込んだ貴重なお話を聞
かせていただいたのだと思います。
　「マーケティングソリューション」は確かにどの会社で
も手を出せる領域ではないかもしれません。
　しかし、「出来る」「出来ない」「今すぐやる気がある」「今
すぐやる気はない」に関わらず、「グラフィクサービスの
事業領域はここまで拡張している」ことを「知っている」
のと「知らない」のとでは、これからの営業活動や経営判
断において、大きな違いがあるように思います。
　もちろん我々の基盤である「印刷する」ことは異業種に
対する差別化になりますが、お客様は我々に「印刷物を印
刷する事」を求めているのではなく、「それによる結果」
を求めています。
　その答えの１つが「MA」と「印刷物」の融合により、
より高い満足度が得られる「進化した業態」なのです。
　今回の当委員会委員によるクイックス見学会及び MA
セミナーレポートは、我々の仲間が「肌で感じ取った、率
直な思いや気付き」がふんだんに盛り込まれています。
　そこから読み取れる「グラフィックサービスの未来」を
是非皆様の今後に活かしていただければと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

岡　　達也 副会長
あさひ高速印刷㈱

クイックス会社見学
　クイックスさんのビジネスの目的は、コンテンツ制作、
印刷、品質保証、複雑なデリバリー遂行というクイックス
の複数の能力を組み合わせて、一つの顧客プロセス自体に
完全に入り込んでしまうこと。それを実現するためには、
製本や印刷の自社製造にはそれほどこだわっていないよう
に感じました。
　オフセット印刷はクイックスさんの中では傍流という
か、キープロセスではなさそうに見えてしまう、というの
が驚きでした。最も力が入ってそうに見えたプロセスは、
出荷検品といった後工程。コンテンツ作成能力を持ってい
る会社が、検品も含めてサプライチェーンに入り込んでく
れたら、お客さんにとっては便利すぎるだろうし、競合は
競合でなくなる。これだけのことをやりながら、さらにソ
フトウェアを顧客に提供していき、そこからサブスク課金
でも稼ぐという口を作っている。
　あと、印刷のやり方についてもさほどオフセット印刷に
は拘らず、デジタル印刷をフルに活用して少人数で回して
いるところは、デジタルのメリットをフルに享受でき、需
要の繁閑にも柔軟に対応できてそう。
MA見学
　自社製品を開発して、それを販売するために MA のチー
ムをつくってそれを回している。お話を聞いていると、こ
こまでにも結構苦労されたが、最近はたくさんの引き合い
を作れるようになってきたとのこと。この事例から私たち

が学ぶには２つのハードルがあると思います。１つが、自
社のプロダクトを持っていない会社にとってマーケティン
グが存在しない、という問題。２つめは、コンテンツマー
ケティングを成立させるために５人のチームで回している
という事実。ある程度のコンテンツの量がなければ、MA
も成立しない。私たちの規模の会社が、５人は無理でも２
−３人でもコンテンツ制作のために、また展示会出展と
いったリアルイベントにも参加しながら、１年以上の単位
で人的リソースを投入できるのかどうか。結構ハードルは
高いと思います。
　ただ、ハードルが高いといっていても私たちが実際に進
化するためには、これを何らかの学びと小さな挑戦にしな
いといけません。まずは、何を売るためにマーケティング
をするのか、を探すこと。その売るものを定義できる会社
／できない会社では成果の出し方も変わってくると思いま
す。あとは、コンテンツマーケティングの勉強会をやるの
もひとつだと思います。

田治　宏敬 副委員長
尼崎印刷㈱

またもや完成形を見せつけられたクイックス社のMA
　ジャグラ BB でも公開中の「QR を使った検品システム」。
実はクイックスさんで導入されていたのを拝見し、譲って
いただけるようお願いしまして弊社用にアレンジした上で
使っているのですよね。何度かお邪魔させていただいたク
イックスさん。私も業態進化委員会２期目で、少しは MA
に関する知見を得てきたつもりでした。お手並み拝見とう
かがったところ……クイックスさんはやることが完璧すぎ
る！　長年にわたるトライ＆エラーを繰り返して得られた
知見を惜しみなく開示いただきました。同社が実際に実践
されて得られたノウハウだけに、話に深みがあり、うわべ
だけの学習で得られたものではないことはすぐに実感でき
ました。自分自身、MAのことは少し分かったつもりになっ
ていましたが、なんと薄っぺらい知識しか会得していな
かったことかと恥じた次第です。
　一方で弊社は自分なりに必要なところだけを盗めばよい
と思うのです。「検品システム」もクイックスさんがやっ
ている規模感・緻密さに比べればママゴトのようなもの。
それでも顧客に喜ばれ業態進化できました。MA も完成形
はクイックスさんのような事例かもしれませんが、弊社な
りに切り取ってアレンジして顧客へ提案・提供してゆきた
いと思っております。

木戸　敏雄 委員
㈱木戸製本所 入船製本工房

クイックス様の工場を見学しての感想
　保管や発送業務を組み合わせることで、顧客満足度の向
上、業務効率化、そして競争力強化が可能になると感じた。
また、長期的な顧客関係の構築や新たな収益機会の創出に
も寄与している。このような付加価値を提供することで、
印刷業の枠を超えたトータルソリューションプロバイダー
としての地位を確立していた。また、様々な改善や見える
化を行うというマネージメントも素晴らしいと感じた。
印刷会社がMAを提案するにあたって
　印刷会社が MA をお客様に提案することは、効率的な
リードジェネレーションや顧客エンゲージメントを実現
し、ROI の向上や営業活動の支援など、顧客のビジネス
にとって大きな利益をもたらす。また、データに基づいた
意思決定や長期的な顧客関係の構築を通じて、競争優位性
を強化することができる。MA を導入することで、印刷業
の顧客はより効果的かつ効率的に市場での地位を向上させ
ることができる。
　しかし、印刷会社が MA を提案するには、戦略的な思
考を持つマーケティング専門家、デジタルチャネルの運用
スキルを持つデジタルマーケティング担当者、データ分析
ができるアナリスト、技術的な運用をサポートする MA
ツールの管理者、クリエイティブなコンテンツ制作ができ
るコンテンツクリエーター、そして営業活動を担当する営
業担当者など、さまざまな役割を持った人材が必要だ。こ
れらの人材が協力し、顧客に最適な MA 戦略を提案し、
実行することで、印刷会社は効果的に新規顧客を獲得し、
顧客との関係を深めることができる。ある程度の人材がそ
ろっていることが必要だと思った。

小林　佳之 委員
㈱ケイスイ

クイックス会社見学
　今回クイックス様を見学させていただき、随所に見える
工夫に感動しました！
　予備知識を仕入れていなかったデリポートは、従業員た
ちが経験の中から考えたであろう在庫管理の効率化、ピッ
クアップ後の検証のスムーズさ、梱包材の選択方法。また、
作業をスムーズにするための工夫（バーコード）をクライ
アントに納得させ、デザインに取り入れさせる営業力。と
ても素晴らしいものでした。
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　工場を歩きながら会議・交渉・検討風景を勝手に想像
しつつ、その場に参加したかったと切に思いました。デ
ジタルによる効率化の前にまだまだ出来ることはあると
確信しつつ。
MA講習
　MA かぁ～と必要性を感じないまま、この委員会に所属
し、理解できないながらも MA について聞きかじってき
た。スケールが大きすぎてうちの会社には関係ないとか、
うちの顧客に MA に金をかける会社は無さそうだとか逃
げ道をたくさん用意して。実践例を間近で見させてもらっ
て、やっと面白そうなことだなと思うことは出来ました。
　先ずは、HP つくらないと始まらないことがよく分かり
ました。

大多和　剛 委員
インフォマネージ㈱

　クイックス様の見学会では、現場の作業が知恵の結集
であることを改めて実感しました。作業効率を上げるた
めに、社員の方々が日々試行錯誤を重ね、改善を積み重
ねてきた努力が現場の隅々に凝縮されていました。最新
設備の導入だけでなく、独自の工夫や柔軟な発想が随所
に反映されており、プロフェッショナルな仕事への情熱
が伝わってきました。業務における改善と工夫の重要性
を再認識し、自分の仕事に対する意識を高める良いきっ

かけとなりました。
　MA 講習では、MA の基本から実際の運用
事例、業界内のソフトウェア比較、販売業者
によるツールの使用説明、さらには MA を用

いて解決可能な課題など、多岐にわたる情報を得ることが
できました。この知識を通じて、MA の可能性をより具体
的にイメージでき、自分の業務にどのように活用できるか
を考えるヒントを得ることができました。また、様々なツー
ルの比較を通じて、業務に最適なツールを選ぶ視点も学ぶ
ことができました。
　これらの体験を通じて、効率化や課題解決のための具体
的な手法について、多くの知見を得ることができました。
今後、自社の成長や実務にしっかりと活かしていきたいと
考えています。

川上　辰夫 委員
㈱喜八屋

クイックス会社見学
　現場のスタッフさんが日々工夫改善していく社風・文化
が出来上がっていると感じました。社員だけでなく、パー
ト・アルバイトさんも積極的に環境改善・業務フロー改善
に参加していく姿勢が、利益を生んでいると思います。ま
た、印刷機の同時稼働の様子をみせていただきましたが、
オペレーター１～２名で 10 台近い機械の進行管理を行っ
ていて、IT による管理の大切さを改めて感じました。
MA講習
　SATORI の活用の選定理由から、MA の実施状況を学ば
せていただきました。その中で特に運営面で参考になった
のは、コラムの制作を AI を使って効率的に大量生産して
いることです。多くのコンテンツからサイト流入を図る施
策は、一昔前では記事作成にかなりの時間・工数がかかっ
ていました。その作業時間が一気に短縮し、ほぼ毎日記事
を配信している様子に、AI をしっかり活用している状況
を学ばせていただきました。コンテンツマーケティングは、

工数の費用対効果という弱点を AI で補えるという点は、
今後自社でも生かしていきたいと感じました。後は、自社
の規模でどの程度まで実施できるか、またクライアントへ
の提案としてどのように活用できるかを考えることが課題
だと思っていました。ただ、コンテンツ作成のスピードが
改善されているので、AI を活用できる人材がいれば MA
が中小企業にも普及できる時代になったと感じました。

青木　英城 委員
イセン印刷㈱

クイックス会社見学
　今回の見学会では、デジタル技術の活用による効率化だ
けでなく、アナログ時代から培われた現場の声を活かした
業務改善が、デジタルにも反映されている点に深く感銘を
受けました。また、業務過多の部署に他部署のスタッフが
応援に入り、スムーズに作業を行える体制が整っているこ
とから、業務が属人化せず、マニュアルがしっかりと整備
されていることが伝わりました。「現場の声」と「柔軟な
連携体制」の重要性を学ぶ、大変貴重な機会となりました。
MA講習
　MA が今後のビジネスにおいて欠かせない存在であるこ
とを実感しました。まずはコンテンツ作成が必須であり、
その質が重要だと学びました。さらに、効率的にコンテン
ツを制作・運用するためには AI の活用が鍵であり、いか
に上手く AI ツールを取り入れるかが今後の課題だと感じ
ました。講習を通じて、マーケティングの自動化が業務効
率化とお客様とのつながりを深めるために必要であること
をしっかり理解して、具体的な行動を起こす必要性を強く
感じました。

佐藤　　元 委員
㈱イデアル

　クイックス様デリポートの視察につきまして、私は、「５
S ・ＩＴ・そして創意工夫」「不規則ロット・超多品種」
をキーワードとして捉えました。また、ジャグラを構成す
る多くの小規模会員企業が、ジャグラスピリッツを昇華し
た形を、クイックスさんに見ました。社屋も始末され、華
美にすることなく、その中に着実に新しいワークフローを
導入されていることに、クイックスさんの底流を感じるこ
とが出来ました。
　また、クイックス様 COM センターの視察につきまし
ては、デリポートとは異なり、ジャグラ会員がこれから発
展していくため、これまでの技術を活かすために取り組む
べき課題を明確にしていただきました。
　ともすれば製造技術面、プロダクトアウトの話が多くな
りがちなジャグラ会員の学びとなる、顧客視点、顧客志向、
マーケットインといった言葉を体現する MA を駆使した
潜在顧客へのアプローチ、見込み顧客の開発の生の現状を
開示していただき、取り組みが一筋縄では行かないという
ことと、取り組むことで新規顧客の開発が必ず成し遂げら
れるという確証を得ることが出来ました。
　こうしたことは、なかなか岡本会長から語られることが
少ない会社の本質的な部分でしたので、会社の見学はもち
ろん、アテンドいただいた浅井さん以下幹部社員のみなさ
まより、直接学ばせていただく非常に良い機会となりまし
た。
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十河　尚史 委員
アート印刷㈱

　３年ほど前から「ＭＡとはどんなものなのだろう？」と
気になりはじめていたので、今回クイックスさんの見学会
に参加しました。
　参加してみての私の感想は、
・これからの集客／営業には欠かすことができないツール

である。
・とはいえ、資金面でも人材面でも弊社のような小規模な

印刷会社での導入は難しい。
　というものです。ですが、この説明会でのクイックスさ
んのコンテンツ集客の仕組みはかなり参考になりました。
・ＭＡを使って集客／営業力を強化しようとしても、自社

サイトのコンテンツ内容が貧弱な状態では MA の力が
発揮できなかった。

・「ＭＡを活用しない」としても、自社サイトに『お役立
ちコンテンツ』を随時アップすることが重要である。そ
れを怠るようでは勝負にならない。

　では、小規模な私の会社で、「どのようにして『お役立
ちコンテンツ』を提供していくいのか？」を考えてみまし
た。今、私にできることは、自社サイト内のブログで『お
役立ちコンテンツ』の提供すること。自社サイトのトップ
に置いている『新着情報コーナー』の内容を見直して、『お
役立ち情報コーナー』に差し替えること。先ずは小さなこ

とからス
タートし
ていきま
す。

熊谷　健司 委員
㈱くまがい印刷

　当日はまずクイックスさまの配送センター、デリポート
の見学がありました。デリポートでは、効率的な物流シス
テムを視察しました。物流の各工程が緻密に管理されてお
り、無駄のない運営が徹底されている点、また冊子の消費
量を予測して在庫を調整されていることが印象的でした。
本社では最新の印刷設備を見学しましたが、その高度な技
術力には驚かされました。特に短納期の案件にも対応でき
る柔軟性と効率性の高さ、１名のオペレーターが POD ８
台を操作できるまでに追及された仕組みは非常に参考にな
るものでした。さらに COM センターでは制作工程を直
接見学し現場での作業フローがどのように進んでいるのか
を詳しく理解することができました。
　また、MA を活用した顧客対応の自動化施策には目を見
張るものがありました。特定のタイミングで顧客に的確な
アプローチを行う仕組みは、私たちの業務にも直結する重
要なヒントを与えてくれました。この取り組みに対して、
見学会の参加者からは多くの質問が寄せられ、クイックス
社の担当者の方々は丁寧かつ具体的に回答してくださいま
した。
　今回の見学を通じて、マーケティング、印刷受注、物流
に至るまでを一貫して提供するワンストップサービスの仕
組みには非常に強い衝撃を受けました。その効率性と顧客
満足度の向上を両立させる取り組みは、自身にとっても大
きな刺激となりました。MA を含めた新たな施策は、今後
の業務運営において不可欠であると改めて実感しました。
　今回の視察で得た知見やヒントを自社の業務に少しでも
取り入れさらなる発展につなげていきたいと考えていま
す。

業態進化委員会主催MAセミナー開催 !
印刷会社×マーケティングオートメーションの可能性 

― クイックスの実践事例から学ぶ
◆講　　師：山　下　二　郎（株式会社クイックス）

◆開 催 日：４月24日（木）　午後4：00～5：00
◆開催方法：Web セミナー
◆参 加 費：無料

詳細は
メールマガジンで
告知いたします。

■　２月の事務局日誌
	 3 日	 広報委員会（Web 会議）　　日印産連 GP 部会→田中専務
	 4 日	 P マーク現地審査（大阪）→今田　　委員長会議（Web 会議）　　
		  日印機協交流会→田中専務
	 5 日	 MIS 研究委員会（Web 会議）
	 6 日	 サスティナブル委員会（Web 会議）　　作品展委員会（Web 会議）
	 7 日	 P マーク現地審査（福岡）→田中専務
	 8 日	 SPACE-21 キャラバン in 鹿児島→岡本会長、田中専務
	 9 日	 SPACE-21 幹事会→田中専務
	12 日	 P マーク現地審査（福島）→田中専務、今田
	13 日	 日印産連環境自主 WG
	14 日	 年賀状デザインコンテスト（本部）
	18 日	 70 周年誌編纂委員会（Web 会議）
		  ジャグラコンテスト委員会（Web 会議）
	19 日	 page 2025 →岡本会長、田中専務、今田、古田
		  P マーク現地審査（大阪）
	20 日	 page 2025 →岡本会長、田中専務、阿部
		  P マーク現地審査（大阪）
	21 日	 page 2025 →田中専務、岩崎、古田
	25 日	 会員拡大特別委員会（Web 会議）　P マーク現地審査（宮城）→田中専務
		  ジャグラショートカット運営委員会（Web 会議）
	27 日	 地域活性化委員会（Web 会議）　広報委員会（Web 会議）　作品展委員会（Web 会議）

■　３月のスケジュール
	 3 日	 正副会長会議（Web 会議）　　　70 周年誌編纂委員会（Web 会議）
	 4 日	 MIS 研究委員会（Web 会議）　　業態進化委員会（Web 会議）
	 5 日	 P マーク審査会（本部）→田中専務、今田、長野、古田
	 6 日	 生産性向上委員会（Web 会議）　　年賀状デザインコンテスト委員会（Web 会議）
	10 日	 P マーク現地審査（京都）→田中専務、今田
	11 日	 P マーク現地審査（京都）→田中専務、今田
	12 日	 日印産連ステコミ（Web 会議）→岡本会長、田中専務
	13 日	 JP2025・印刷 DX 展→岡本会長、田中専務
		  P マーク現地審査（秋田）→今田
	14 日	 JP2025・印刷 DX 展→岡本会長、田中専務
	18 日	 サスティナブル委員会（Web 会議）　　作品展委員会（Web 会議）
	19 日	 ジャグラコンテスト委員会
	21 日	 理事会（本部）　　　地域活性化委員会（Web 会議）
	25 日	 P マーク現地審査（愛媛）→田中専務

■　４月のスケジュール
	 1 日	 広報委員会（Web 会議）
	 3 日	 P マーク現地審査（熊本）→田中専務
	 4 日	 会員拡大特別委員会（Web 会議）
	 8 日	 作品展第一次・第二次審査会（本部）
	 9 日	 作品展第一次・第二次審査会（本部）
	10 日	 P マーク現地審査（新潟）→今田
	11 日	 P マーク現地審査（新潟）→今田
	14 日	 P マーク現地審査（埼玉）→今田
	18 日	 近畿地協総会（和歌山）→岡本会長、田中専務
	19 日	 SPACE-21 総会（東京）→岡本会長、田中専務
	23 日	 作品展最終審査会（本部）
	24 日	 業態進化委員会 MA セミナー（Web 会議）

事・務・局・便・り
　そろそろ花粉症シーズンがやってきます。2 月末から本格化し、3 月上旬にはピークを迎えるそう
です。花粉症持ちの私にとっては、つらい季節の到来……。もし鼻声になっていたらご容赦ください。
　先日、買い物中に「花粉症にいい」というブレンドハーブティーを見つけて購入しました。ネトル
やレモングラスが主で、アレルギー症状に効果が期待できるハーブが入っているそうです。どれほど
効くかはわかりませんが、ほんの少しでも楽になれば嬉しいものです。しかも、ほんのり甘くておい
しい！　効き目はさておき、しばらく楽しんでみようと思います。（古田）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています
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■	発行所　
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■	編集部宛メール　edit@jagra.or.jp
……………………………………………………
◎	企画 : ジャグラ広報委員会
担当理事
	 神山　明彦	 愛知・㈱カミヤマ / 副会長
委員長
	 本村　豪経	 福岡・アイメディア㈱ / 理事
委　員
	 東海林正豊	 秋田 / ㈱東海林印刷
	 谷山　和也	 東京 / 菁文堂㈱
	 野口　　聡	 東京 / ㈱アクティブ
	 小澤孝一郎	 山梨 / ㈱オズプリンティング
	 安達　睦男	 大分 / ㈲舞鶴孔版
	 蛇蝮　悠太	 広島 / ㈱ ideal
	 三宮　健司	 高知 / ㈲三宮印刷
	 佐藤　愛子	 大分 / ㈱クリエイツ.
	 西谷　　毅	 東京・文京 / 西谷印刷㈱
	 松谷　勝広	 東京・文京 / ㈱松谷メールサービス
	 笹井　靖夫	 東京・文京 / 共立速記印刷㈱
	 田中　良平	 専務理事
◎	原稿・編集・校正
	 田中　良平　　阿部奈津子　　今田　　豪
	 長野未奈美　　岩崎　琴美　　古田　理子	

以上、ジャグラ事務局

◎	渉　外　田中　良平　　
◎	広　告　田中　良平
◎	Ｗｅｂ　阿部奈津子　　古田　理子
◎	動　画　今田　　豪
……………………………………………………
◎	組　版　㈱クリエイツ．
　 ＤＴＰ＝ Adobe CC ほか
　 フォント＝モリサワ OTF/ モリサワ BIZ+ ほか

　 �※�本誌の一部にユニバーサルデザインフォント
を使用しています

◎	製版 /印刷　㈲西村謄写堂（高知・高知支部）
	 ＲＩＰ＝ FUJIFILM WORKFLOW xmf
	 ＣＴＰ＝ Luxel T-6300（自現 : 富士フィルム XP-1310R）
	 刷　版＝ FUJIFILM SURERIA XP-F
	 印刷機＝ RYOBI 924D
	 インキ＝東洋インキ
	 用　紙＝三菱ニューＶマットＡ判 57.5kg

【雑学コラムお題の答え】　伊勢志摩（いせしま）
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